
気象庁の緊急地震速報と津波警報・注意報の高度化 

桑山 辰夫 （気象庁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震で明らかとなった課題に対応するために、 

緊急地震速報と津波警報・注意報の高度化を進めてきた 

 

緊急地震速報の高度化 

 IPF 法の導入により、同時発生した複数の地震を精度よく分離・識別 

 PLUM 法の導入により、震源域の広い巨大地震の際にも精度よく震度を予測 

 海底地震計の活用により、海域で発生する地震の情報発表を迅速化 

津波警報・注意報の高度化 

 巨大な地震発生の可能性を識別するロジックや、広帯域地震計の活用、津波警報

の定性表現等により、津波の規模の過小評価の防止や伝え方の改善 

 沖合の観測データを監視に活用し、津波の情報をいち早く伝達 

 海底津波計のデータを用いた tFISH を導入し、より精度の高い津波の高さを予測 

 

 

 

沖合での観測成果の活用 

緊急地震速報の処理手法の高度化 

（PLUM 法と IPF 法の導入） 

tFISH の導入による津波予報の高度化 
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